
JP 4067669 B2 2008.3.26

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回路基板(１６)とヘッドセットソケット(３０)とが、ハウジング(１２、１４)の内部に
組み込まれる装置(１０)であって、
　ヘッドセットソケット(３０)は、長方形ブロック形状の本体(３２)を持ち、
　その本体(３２)は、ヘッドセットソケット(３０)のプラグを受け入れるために前面(３
６)に設けられた開口部(３４)と、回路基板(１６)に電気的に接続するためのばね接点(３
８)と、ハウジング(１２、１４)との固定手段(４４)と、を備え、
　ハウジング(１２、１４)は、表ケース(１２)と裏ケース(１４)とで囲まれて、その内面
にはヘッドセットソケット(３０)を所定位置に固定するための固定手段(２２)を備え、
　回路基板(１６)は、ハウジング(１２、１４)間にこれらと平行に配置されて、その面上
にはヘッドセットソケット(３０)のばね接点(３８)と電気的に接続するためのコンタクト
パッド(５０)を備え、
　ヘッドセットソケット(３０)は、その固定手段(４４)によって、ハウジング(１２、１
４)の固定手段(２２)に適合されて取り付けられ、かつ、ヘッドセットソケット(３０)の
ばね接点(３８)と回路基板(１６)のコンタクトパッド(５０)とが電気的に接続され、
　ヘッドセットソケット(３０)の固定手段(４４)とハウジング(１２、１４)の固定手段(
２２)とが協働して固定されるヘッドセットソケットの固定構造は、ヘッドセットソケッ
ト(３０)が回路基板(１６)の面に対する直交軸方向に移動可能として構成される、ことを
特徴とする装置。
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【請求項２】
　請求項１に記載の装置において、
　前記ヘッドセットソケットの固定構造は、回路基板(１６)の面と平行な面において、ヘ
ッドセットソケット(３０)の動きを制限するように構成される、ことを特徴とする装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の装置において、
　前記回路基板(１６)は、単一のプリント回路基板(１６)からなり、
　単一のプリント回路基板(１６)とヘッドセットソケット(３０)とが、ハウジング(１２
、１４)の内部に組み込まれたとき、
　単一のプリント回路基板(１６)は、ハウジング(１２、１４)に固定されたヘッドセット
ソケット(３０)との電気的に接続を得るために、ヘッドセットソケット(３０)のばね接点
(３８)に接続するためのコンタクトパッド(５０)を、面上の所定位置に備える、ことを特
徴とする装置。
【請求項４】
　請求項２に記載の装置において、
　ハウジング(１２、１４)の固定手段(２２)は、Ｕ字状の支柱(２２)であり、
　ヘッドセットソケット(３０)の固定手段(４４)は、本体(３２)の対向する両側面(４２)
に設けられた一対の固定用のウィング(４４)である、ことを特徴とする装置。
【請求項５】
　請求項１乃至３のいずれかに１項に記載の装置において、
　前記ヘッドセットソケットの固定構造は、
　ハウジング(１２、１４)又はヘッドセット(３０)の本体(３２)のうちのどちらかに少な
くとも一つの雄のパーツを有し、
　ハウジング(１２、１４)又はヘッドセット(３０)の本体(３２)のうち残りの一方に雌の
パーツを有する、ことを特徴とする装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか１項に記載の装置において、
　前記装置(１０)が無線電話機であることを特徴とする装置。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は概して、例えば無線電話機のような、装置に係り、特に、装置内部にヘッドセッ
トソケットを据え付ける手段に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
例えばセルラ式電話機のような装置には、その使用中に使用者のプライバシーをより保護
するために、ヘッドセットが装備されているものがある。そのヘッドセットは電話機のソ
ケットに取り外し可能に差し込まれるジャックやプラグを含むものである。
【０００３】
従来技術においては、二つの回路基板を使用してセルラ式電話機を組み立てるのが一般的
な方法である。その一つは、電話機の主エンジンを搭載した硬い回路基板であり、もうひ
とつは種々雑多な他の部材、数ある中で普通はスピーカ、マイクロホン、ディスプレイを
、特に本発明の文脈ではヘッドセットソケットを持つフレキシブル回路基板である。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
市場において、セルラ式電話機の設計者は、ますますそのセルラ式電話機の減量化を要求
されているが、減量化への一つのアプローチは、第２のフレキシブル回路基板なしで済ま
すことである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
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そこで、本発明によれば、その内部に、単一のプリント回路基板と、ハウジングとソケッ
ト本体の協働パーツからなる固定手段により、その回路基板と動作接触した状態の本体と
ばね接点とを持つヘッドセットソケットとを装備するハウジングを持つ装置が提供される
。
【０００６】
これらの特徴により、使用者がプラグを抜き差しする間に直接かかる力にかかわりなく信
頼できる手段で、ヘッドセットソケットを単一のプリント回路基板と動作接触した状態に
取り付けられる。
【０００７】
以下では、本発明の代表的な実施形態を、添付の図面を参照しながら説明する。
【０００８】
【発明の実施の形態】
図１には本発明によるセルラ式電話機が１０として示されている。電話機１０はフロント
ケース１２と裏側ケース１４とで囲まれたハウジングから成る。アンテナ１５は裏側ケー
ス１４の先端から突き出ている。ハウジング内部には、単一の（硬い）プリント回路基板
１６が供給されている。この電話機の主エンジンがその回路基板の表面に搭載され、また
、他の補助的な電気あるいは電子構成部品が直接その回路基板に接続されている。
【０００９】
図２は電話機１０の裏側ケース１４を示している。この図では、電話機１０のフロントケ
ース１２が完全に取りはずされ、回路基板１６の外郭線が、裏側ケース１４内における通
常の位置から移されて、破線で示されている。裏側ケース１４の内部は、ケース１４のほ
とんどの内部領域を占める大きな第１領域１８と、アンテナ１５付近の小さな第２領域２
０とに分割されていると考えてよい。第２領域２０の内部には、離れた一対の支柱２２が
供給されている。支柱２２のそれぞれは、その間が一般的にＵ字型スペースとか凹み２３
ａによって特徴づけられる、一対の直立したフィンガー２３から成る。第１および第２領
域１８，２０の裏側ケース１４内部の一般的な深さは、回路基板１６が、矢印Ａに従って
所定の場所に位置している場合に、それが大きい領域１８に載っていて、かつ、フィンガ
ー２３の自由端と回路基板１６の下面との間に小さなすき間を残しながら、第２の領域２
０を覆う程度に異なっている。
【００１０】
支柱２２はヘッドセットソケット３０を所定の位置に固定するためのものである。図３か
ら図６では、様々な角度から見たソケット３０が示されている。図３を参照しながら説明
すると、ソケット３０はほぼ長方形ブロックの形をした本体３２を持ち、その本体３２は
ヘッドセットのプラグを受け入れるために前面３６に形成された開口３４を持つ。ソケッ
ト３０内部のヘッドセットプラグの結合については従来通りのものであるので、これ以上
ここでは説明しないが、ただし、この結合により、ばね付きフィンガー３８を介してソケ
ット３０は電話機のその他の部分と電気的に通じている。ばね付きフィンガー３８は、本
体３２の上面４０に対して鋭角に立っている。図３と図５では、自然なバイアスポジショ
ンのばね付きフィンガー３８が示されている。ばね付きフィンガー３８は、本体３２の上
面４０に対して平らになるまで押し下げることができる。本体３２の対向する両側面４２
には、固定するための一対の突起物あるいはウィング４４が作られている。固定ウィング
４４は、図５からよくわかるように、ほぼＵ字型であり、各支柱２２によって画定される
Ｕ字型スペース２３ａ内に置かれるように適合される。図７はこの位置でのソケット３０
を示している。この図から、本体３２の前面はケース１４の外部表面と同一平面上にある
ことがわかる。
【００１１】
組み立て時、ソケット３０はピック・アンド・プレイスマシーンで所定の位置に置かれる
。そこで、固定ウィング４４と支柱２２の寸法公差はこの工程のアラインメント精度に適
合するように選択される。それから、回路基板１６は図２の矢印Ａに示されているように
裏側ケース１４内に取り付けられる。図２で外郭線が点線で示された回路基板１６の裏面
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（図２の観点から見て）にあるコンタクトパッド５０のそれぞれによって、ソケット３０
と回路基板１６とが電気的に接続されるために、ばね付きフィンガー３８のそれぞれが押
しつけられる。
【００１２】
図７を参照すると、プラグの抜き差し時に、ソケット３０にはｙ方向に力がかかることが
わかる。ソケット３０は、支柱２２のフィンガー２３の間に閉じ込められている固定ウィ
ング４４のおかげでこの軸線のどちらの方向にもほとんど動くことができない。このよう
に、固定ウィング４４と支柱２２との係合は、使用者によって加えられる力に耐え、そし
てこれらの力は回路基板との電気的接触を維持するためには、まったく生じる必要がない
ものである。図７から、支柱２２の間に留まっているソケット本体３２はＸ方向にも動く
ことができない。上述の固定ウィング４４と支柱２２の寸法公差のために、これらの協働
するパーツ間に多少の遊びがある。しかしながら、フィンガー３８は弾力性があり、回路
基板に例えば半田で固定されたり、接合されたりしていないので、フィンガー３８とパッ
ド５０との電気接続における完全性および信頼性は損なわれない。
【００１３】
上述の実施例において、裏側ケースとソケットとは、ソケットが雄のパーツ、つまり固定
ウィング４４を供給されることによって、そして、裏側ケースが雌のパーツ、つまり、そ
の内部に固定ウィングが把持される支柱２２を供給されることによって、一体化する。他
の実施例では、ソケットの方が雌のパーツを供給され、裏側ケースが雄のパーツを供給さ
れるかもしれない。
【００１４】
本発明は特に無線電話機に関係して述べられてきたが、上述のヘッドセットソケット装置
はヘッドセットソケットを組み込んだあらゆる装置に適用できることは明白であろう。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明によるセルラ式電話機の斜視図である。
【図２】図１の電話機の裏側ケースの概略斜視図である。
【図３】図１の電話機で使用されるヘッドセットソケットの斜視図である。
【図４】図３のヘッドセットソケットの先端図である。
【図５】図３のヘッドセットソケットの側面図である。
【図６】図３のヘッドセットソケットの平面図である。
【図７】電話機の裏側ケースに据え付けられたヘッドセットソケットの平面図である。
【符号の説明】
１０：電話機
１２：フロントケース
１４：裏側ケース
１５：アンテナ
１６：回路基板
１８：第１領域
２０：第２領域
２２：支柱
２３：フィンガー
２３ａ：Ｕ字型スペース
３０：ヘッドセットソケット
３２：本体
３４：開口
３６：前面
３８：ばね付きフィンガー
４０：上面
４２：側面
４４：固定ウィング
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５０：コンタクトパッド

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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